
第 72回岩手県高等学校新人大会バレーボール競技開催要項 

 

１ 期日 

   令和７年１月24日（金）～26日（日） 

２ 会場 

   奥州市総合体育館  江刺中央体育館  金ケ崎町文化体育館 

３ 参加資格 

（１）岩手県高等学校体育連盟加盟校で、令和６年度（公財）日本バレーボール協会登録規程によ

り有効に登録されたチームであること。 

（２）最高学年を除き、平成 18年４月２日以降の出生者であること。同一学年での出場は１回限り

とする。 

（３）地区予選通過数は、各地区予選参加校数の３／４とし、端数が出た場合は切り上げて整数に

した数とする。各地区予選参加校数は、各地区内で合同チームの編成計画等を確認し、11月

８日（金）までに専門部委員長・専門部競技委員長に報告した数とする。なお、第 77回全日

本バレーボール高等学校選手権出場校を推薦出場とする。推薦出場校は各地区予選参加校数

には含まない。 

４ 競技規則 

   令和６年度（公財）日本バレーボール協会６人制競技規則による。 

   なお、全国高体連バレーボール専門部審判委員会でルールに関する取り扱いを申し合わせている場

合は申し合わせ事項を適用する。 

５ 競技方法 

   トーナメント形式でベスト４まで決定し、上位４チームによるリーグ戦で順位を決定する。 

６ 使用球 

男子・・・ミカサＶ300Ｗ     女子・・・モルテンＶ５Ｍ5000 

７ 参加申込 

   申込書を岩手県高等学校体育連盟ホームページまたは岩手県バレーボール協会ホームページよりダ

ウンロードし、下記申込先までデータで提出すること。 

    (１)参加申込書提出先 

①〒020-0887 盛岡市上ノ橋町７-57 

岩手県立盛岡第二高等学校内 

岩手県高等学校体育連盟バレーボール専門部委員長    吉 田 幸 大 

          E-mail：ptf26-kodai-yoshida@iwate-ed.jp 

      ②岩手県高等学校体育連盟バレーボール専門部競技委員長  遠 藤 直 樹 

          E-mail：ptf15-endou-naoki@iwate-ed.jp 

      ③岩手県高等学校体育連盟バレーボール専門部審判委員長  新 沼 美 穂 

E-mail：m-k@mizuichi.ed.jp 



（２）参加申込書提出方法 

メール送信とし、指定の３カ所に必ず送信すること。同報またはＣＣでの送信も可とする。 

（３）申込期限 

     令和６年12月23日（月） 12:00 必着 

（４）参加料 

     １チーム 6,000円  

参加料は申込期限までに各地区の常任委員に提出すること。    

８ チーム 

   チームは監督・コーチ・マネージャー各１名以内、選手 18名以内とし、試合ごとに 14名以内の構

成メンバーをエントリーする。なお、ベンチスタッフの資格は専門部内の申し合わせによること。 

９ 組合せ 

   令和６年 12月 24日（火）の常任委員会において抽選により決定し、その結果を各地区常任委員よ

り参加校に通知するとともに岩手県バレーボール協会ホームページに掲載する。 

10 エントリー変更と最終エントリーについて 

エントリー変更用紙・最終エントリー用紙を岩手県バレーボール協会ホームページからダウンロー

ドし、変更の有無にかかわらず、１月 22日（水）12:00までに上記申込先へメール送信により提出

すること。エントリー変更はベンチスタッフと、誤字・脱字の訂正のみを認め、選手の追加・削除

は出来ない。 

11 開 会 式 

   今大会は開会式を実施しない。 

12 問合せ先 

   〒020-0887 盛岡市上ノ橋町７-57 

岩手県立盛岡第二高等学校内 

岩手県高等学校体育連盟バレーボール専門部委員長    吉 田 幸 大 

TEL 019-622-5101  FAX 019-622-7952    E-mail  ptf26-kodai-yoshida@iwate-ed.jp 

13 その他 

 （１）代表者会議は行わない。専門部申し合わせ事項と岩手県バレーボール協会のホームページに掲 

載される競技上の注意事項を熟読し、責任を持ってチームで対応すること。 

また、各種連絡事項をJVAMRSのメール配信を使ってチーム責任者に送信する場合があるので、 

JVAMRSの登録内容（責任者・メールアドレス等）を確認すること。 

  （２）宿泊の斡旋を希望する場合は、新人大会開催要項総則を参照し、「岩手県旅館ホテル生活衛生同 

業組合 各支部」まで問い合わせること。 

（３）監督・コーチ・マネージャーは規定のマークを付けること。また、主将は規定のマークを所定の 

位置に付けること。リベロ選手は他の選手と対照的な色のユニホームを着用すること。 

（４）上位２チームは当該年度の東北高等学校新新人バレーボール選手権大会に推薦されるので、必 

ず参加すること。 

（５）帯同審判員制をとるので、申込書の所定の欄に氏名を記載すること。 


